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ラ
老
朽
化
を
克
服
し
た
安
全
・

安
心
な
社
会

　

自
然
災
害
は
、
国
や
地
域
の

成
長
軌
道
を
一
瞬
に
し
て
破
壊

す
る
力
を
持
ち
、
日
本
が
持
続

的
な
成
長
を
目
指
す
上
で
の
最

大
の
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　

近
年
の
災
害
の
激
甚
化
・
頻

発
化
を
踏
ま
え
て
、
災
害
時
に

「
被
災
す
る
道
路
」
か
ら
「
救

援
す
る
強
靱
道
路
」
と
し
て
強

靱
で
信
頼
性
の
高
い
国
土
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
急
速
に
進
展
す

る
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
を
克
服

し
、
良
好
な
イ
ン
フ
ラ
を
次
世

代
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
誰
も
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
す
。

（
２
）
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
行

き
交
う
こ
と
で
活
力
を
生
み
出

す
社
会

　

社
会
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
た
め
に
は
、
生
産
性
の
向
上

に
よ
る
経
済
成
長
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
経
済
成
長
を
支
え

る
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
移
動
を

安
全
で
円
滑
に
行
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
高
速
道
路
を
は
じ

め
と
す
る
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
拠
点
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
新
た
な
技
術
も
活

用
し
つ
つ
道
路
の
機
能
を
進
化

さ
せ
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
国

土
全
体
を
行
き
交
う
活
力
あ
ふ

れ
る
社
会
を
目
指
す
。

（
３
）
持
続
可
能
で
賑
わ
い
の

あ
る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る

社
会

　

今
後
、
都
市
・
中
山
間
地
域

問
わ
ず
人
口
が
減
少
し
て
い
く

中
で
、
高
齢
者
、
子
供
、
障
が

い
者
を
含
む
全
て
の
人
の
生
活

・
生
業
が
持
続
可
能
で
、
か
つ

人
々
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
地
域
・
ま
ち
を
創
出
す
る
必

要
が
あ
る
。
環
状
道
路
等
の
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
展

に
よ
り
生
ま
れ
る
都
市
内
の
空

間
の
ゆ
と
り
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
に
よ

り
、
良
好
な
環
境
や
景

観
等
を
備
え
た
、
持
続

可
能
で
賑
わ
い
の
あ
る

地
域
・
ま
ち
を
創
出
す

る
社
会
を
目
指
す
。

（
４
）
時
代
の
潮
流
に

適
応
し
た
ス
マ
ー
ト
な

社
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
安
定
的
な
物
流

の
確
保
の
重
要
性
、
東

京
一
極
集
中
の
リ
ス
ク

等
が
認
識
さ
れ
た
。

　

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
で
あ
る
物
流
事

業
者
の
環
境
整
備
、
持

続
可
能
な
道
路
の
維
持

管
理
、
新
し
い
生
活
様

式
を
踏
ま
え
た
自
転
車

利
活
用
の
推
進
等
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
道
路

管
理
や
行
政
手
続
き
の

省
力
化
、
効
率
化
を
推

進
し
、
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
ス
マ
ー
ト

な
社
会
の
実
現
を
目
指

す
。

・
・
・
・
・

　

こ
れ
ら
目
指
す
べ
き

社
会
の
実
現
に
向
け
、

①
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
、
②
予
防
保
全

（単位：百万円）

区　分

令和3年度（A） 前年度（B） 倍率（A）／（B）

備　考

事業費 国費 事業費 国費 事業費 国費

直 轄 事 業 1,581,387 1,581,387 1,579,450 1,579,450 1.00 1.00 
１．直轄事業の国費には、地方公共団体の直轄事業負担金
　（2,970億円）を含む。 
 
２．有料道路事業等の事業費については、各高速道路株式会
　　社の建設利息を含む。 
 
３．有料道路事業等の計数には、高速道路連結部整備事業費
　　補助、特定連絡道路工事資金貸付金、連続立体交差事業
　　資金貸付金、電線敷設工事資金貸付金、自動運行補助施
　　設設置工事資金貸付金を含む。 
 
４．本表のほか、防災・安全交付金（国費7,847億円[対前年
　　度比1.00]）、社会資本整備総合交付金（国費7,277億円
　　[対前年度 比1.00]）があり、地方の要望に応じて道路整
　　備に充てることが できる。 
 
５．この他に、東日本大震災からの復旧・復興対策事業とし
　　て社会資本整備総合交付金（国費77億円[対前年度比
　　0.06]）があ り、地方の要望に応じて道路整備に充てる
　　ことができる。 
 
６．本表のほか、行政部費（国費8億円）がある。 
 
７．前年度の計数には、臨時・特別の措置は含まない。 
 
８．なお、新型コロナウイルス感染症への対応など緊要な
　　経費については、別途、所要の要望を行う。

改 築 そ の 他 1,057,425 1,057,425 1,067,473 1,067,473 0.99 0.99 

維 持 修 繕 406,325 406,325 394,490 394,490 1.03 1.03 

諸 費 等 117,637 117,637 117,487 117,487 1.00 1.00 

補 助 事 業 791,264 455,558 794,503 454,983 1.00 1.00 

地域高規格道路、IC等アクセス道路その他 374,307 205,986 391,861 215,150 0.96 0.96 

道路メンテナンス事業補助 400,040 230,090 385,725 222,298 1.04 1.04 

除 雪 16,917 11,278 16,917 11,278 1.00 1.00 

補 助 率 差 額 ― 8,204 ― 6,257 ― 1.31 

有 料 道 路 事 業 等 2,455,975 10,573 2,541,940 12,720 0.97 0.83 

合 計 4,828,626 2,047,518 4,915,893 2,047,153 0.98 1.00 

〈
１
面
よ
り
〉

《
２
．
目
指
す
べ
き
社
会
像
》

　

道
路
が
持
つ
〝
人
・
地
域
を

つ
な
ぐ
〟
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
の
機
能
と
〝
地
域
・
ま
ち
を

創
る
〟
空
間
と
し
て
の
機
能
を

最
大
限
活
か
し
、
国
民
の
く
ら

し
や
経
済
を
し
っ
か
り
と
支
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
他
の
交

通
手
段
と
も
連
携
し
つ
つ
、
世

界
一
安
全
（
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
）
、
ス

マ
ー
ト
（
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
）
、
持

続
可
能
（
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ

ｂ
ｌ
ｅ
）
な
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
以
下
の
社
会
の

実
現
を
目
指
す
。

（
１
）
災
害
脆
弱
性
と
イ
ン
フ

１　

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化　

～
災
害
か
ら
国
民
の
命
と

く
ら
し
を
守
る
～

　

激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
災
害

か
ら
、
速
や
か
に
復
旧
・
復
興

す
る
た
め
に
は
、
法
面
対
策
等

の
局
所
対
策
だ
け
で
な
く
道
路

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
の
強

化
が
重
要
で
あ
る
。
発
災
後
概

ね
１
日
以
内
に
緊
急
車
両
の
通

行
を
確
保
し
、
か
つ
概
ね
１
週

間
以
内
に
一
般
車
両
の
通
行
を

確
保
で
き
る
『
強
靱
で
信
頼
性

の
高
い
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
』
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
の
局
所
的
な
防
災
・

減
災
対
策
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解

消
や
高
速
道
路
の
４
車
線
化
、

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を

利
用
者
負
担
も
活
用
し
つ
つ
加

速
す
る
。

２　

予
防
保
全
に
よ
る
老
朽
化

対
策　

～
安
全
・
安
心
な
道
路

を
次
世
代
へ
～

　

「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ
カ
」
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
道
路
の
安
全

・
安
心
を
守
る
と
と
も
に
良
好

な
イ
ン
フ
ラ
を
次
世
代
へ
と
継

承
す
る
責
務
が
あ
る
。
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
や
持

続
可
能
な
維
持
管
理
を
実
現
す

る
『
予
防
保
全
に
よ
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
へ
の
転
換
』
に
向
け

て
、
定
期
点
検
等
に
よ
り
確
認

さ
れ
た
修
繕
が
必
要
な
施
設
を

早
期
に
解
消
す
る
と
と
も
に
新

技
術
の
積
極
的
な
活
用
等
に
よ

り
効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
確
立
す
る
。

３　

人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備　

～
人

を
、
地
域
を
つ
な
ぐ
～

　

東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
よ

る
多
核
連
携
型
の
国
づ
く
り
や

安
定
し
た
物
流
の
確
保
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
国
土
全
体
と

し
て
、
安
全
で
円
滑
な
人
や
モ

ノ
の
移
動
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
国
土
の
フ
ル
活

用
を
可
能
と
す
る
『
速
達
性
と

ア
ク
セ
ス
性
が
確
保
さ
れ
た
国

土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
』
に
向
け
て
、
重
要
物
流

道
路
の
強
化
や
渋
滞
対
策
、
物

流
を
支
え
る
休
憩
・
中
継
施
設

の
機
能
強
化
等
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。

４　

安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を

創
出
す
る
空
間
の
利
活
用　

～

地
域
・
ま
ち
を
創
る
～

　

環
状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
の
整

備
進
展
に
伴
い
自
動
車
の
交
通

量
が
減
少
し
た
都
市
内
の
道
路

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
『
多
様
性
と
独
自
性

の
あ
る
地
域
・
ま
ち
の
創
出
』

に
向
け
て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

実
現
で
き
る
道
路
の
利
活
用
の

仕
組
み
を
充
実
し
、
賑
わ
い
の

創
出
や
移
動
の
安
全
・
安
心
の

向
上
、
自
転
車
や
新
た
な
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
利
活
用
な
ど
を
推
進

す
る
。

５　

道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ

ル
化　

～
持
続
可
能
で
ス
マ
ー

ト
な
道
路
管
理
へ
～

　

限
ら
れ
た
体
制
の
も
と
で

も
、
道
路
利
用
者
に
対
し
て
安

全
・
安
心
な
通
行
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
高
度
な
道
路
イ
ン

フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
『
持
続
可

能
で
ス
マ
ー
ト
な
道
路
管
理
へ

の
変
革
』
に
向
け
て
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
や
新
技
術
の
導
入
等
に

よ
る
道
路
管
理
や
行
政
手
続
き

の
省
力
化
・
効
率
化
を
加
速
す

る
。

６　

「
新
た
な
日
常
」
の
実
現　

～
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
く
ら

し
や
経
済
を
支
え
る
～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
の
行
動

や
意
識
、
社
会
経
済
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
い
て

も
、
道
路
は
、
生
活
や
経
済
活

動
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
社
会
の
「
新
た
な
日

常
」
を
支
え
る
た
め
に
、
物
流

事
業
者
の
環
境
整
備
、
観
光
の

需
要
喚
起
、
３
密
対
策
を
踏
ま

え
た
道
路
空
間
の
利
活
用
等
の

道
路
を
賢
く
使
う
取
組
を
推
進

す
る
。

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
〉

○
人
流
・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

国
土
の
フ
ル
活
用
を
可
能
と

す
る
『
速
達
性
と
ア
ク
セ
ス
性

が
確
保
さ
れ
た
国
土
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
』
に
向

け
て
、
重
要
物
流
道
路
の
強
化

や
渋
滞
対
策
、
物
流
を
支
え
る

休
憩
・
中
継
施
設
の
機
能
強
化

等
の
取
り
組
み
を
推
進

○
安
全
・
安
心
や
賑
わ
い
を
創

出
す
る
空
間
の
利
活
用

　

『
多
様
性
と
独
自
性
の
あ
る

地
域
・
ま
ち
の
創
出
』
に
向
け

て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
実
現
で

き
る
道
路
の
利
活
用
の
仕
組
み

を
充
実
し
、
賑
わ
い
の
創
出
や

移
動
の
安
全
・
安
心
の
向
上
、

自
転
車
や
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
利
活
用
な
ど
を
推
進

○
道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル

化
　

『
持
続
可
能
で
ス
マ
ー
ト
な

道
路
管
理
へ
の
変
革
』
に
向
け

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
新
技
術

の
導
入
等
に
よ
る
道
路
管
理
の

省
力
化
・
効
率
化
を
加
速

　

以
上
の
所
要
の
要
望
の
ほ

か
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
し
て
物
流
を
支
え
る
自
動

車
運
送
事
業
者
の
コ
ス
ト
低

減
、
経
営
体
質
の
強
化
を
通
じ

て
物
流
の
最
適
化
・
効
率
化
を

推
進
す
る
た
め
、
現
在
実
施
し

て
い
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
利
用

す
る
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対

す
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
の
最

大
割
引
率
の
拡
充
措
置
（
40
％

→
50
％
）
の
効
果
を
検
証
し
つ

つ
、
措
置
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
高
速

道
路
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
、
踏
切
道
の
安
全
対

策
、
自
動
運
行
補
助
施
設
の
整

備
、
無
電
柱
化
、
道
路
舗
装
の

長
寿
命
化
等
に
資
す
る
事
業
に

対
し
て
、
重
点
的
な
支
援
の
方

法
を
検
討
す
る
。

◇
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

に
向
け
た
中
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
つ
い
て

　

近
年
の
激
甚
化
・
頻
発
化
・

広
域
化
す
る
災
害
や
、
急
速
に

進
む
施
設
の
老
朽
化
等
に
対
応

す
る
べ
く
、
災
害
に
屈
し
な
い

強
靱
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
た
め
、
中
長
期
的
な

抜
本
対
策
を
含
め
て
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組
の

加
速
化
・
深
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
災
害
か
ら
の
迅

速
な
復
旧
と
、
早
期
の
日
常
生

活
・
経
済
活
動
の
再
開
の
両
面

か
ら
新
た
な
目
標
を
設
定
し
、

高
規
格
幹
線
道
路
等
と
並
行
す

る
直
轄
国
道
を
組
み
合
わ
せ
た

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え

方
の
導
入
、
緊
急
点
検
を
行
っ

た
上
で
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
解
消
、
暫
定
２
車
線
区
間
の

４
車
線
化
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
等
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

の
低
減
や
持
続
可
能
な
維
持
管

理
を
実
現
す
る
予
防
保
全
に
よ

る
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転

換
に
計
画
的
に
取
り
組
む
た

め
、
中
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
す
る
。

に
よ
る
老
朽
化
対
策
、
③
人
流

・
物
流
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
、
④
安
全
・
安
心
や

賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
の
利

活
用
、
⑤
道
路
シ
ス
テ
ム
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
⑥
「
新
た
な
日

【
基
本
方
針
】

【
令
和
３
年
度
予
算
の
概
算
要
求
の
具
体
的
な
方
針
に
つ
い
て
】

◇
令
和
２
年
７
月
21
日
閣
議
財

務
大
臣
発
言

１
．
政
府
と
し
て
は
、
感
染
拡

大
を
防
止
し
、
事
業
と
雇
用
を

守
り
抜
く
た
め
、
２
度
に
わ
た

る
補
正
予
算
の
迅
速
か
つ
適
切

な
執
行
を
は
じ
め
、
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
で

す
。

　

他
方
で
、
来
年
度
に
お
け
る

予
算
を
は
じ
め
と
す
る
対
応
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
、
予
見
す

る
こ
と
に
限
度
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

２
．
こ
の
た
め
、
先
般
、
閣
議

で
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
令
和

３
年
度
の
概
算
要
求
に
つ
い
て

は
、
政
府
、
与
党
、
地
方
な
ど

多
く
の
関
係
者
の
作
業
の
負
担

を
極
力
減
ら
す
観
点
も
踏
ま

え
、
本
日
、
政
令
を
改
正
し
、

要
求
期
限
を
１
か
月
遅
ら
せ
て

９
月
30
日
と
す
る
と
と
も
に
、

概
算
要
求
の
段
階
で
予
算
額
を

決
め
る
こ
と
は
せ
ず
、
そ
の
仕

組
み
や
手
続
き
を
で
き
る
限
り

簡
素
な
も
の
と
し
ま
す
。

３
．
具
体
的
に
は
、

（
１
）
要
求
額
は
、
基
本
的

に
、
対
前
年
度
同
額
と
い
た
し

ま
す
。

（
２
）
そ
の
上
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

な
ど
緊
要
な
経
費
に
つ
い
て

は
、
別
途
、
所
要
の
要
望
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま

す
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
な
ど
緊
要
な
経
費

に
つ
い
て

　

「
令
和
３
年
度
予
算
の
概
算

要
求
の
具
体
的
な
方
針
に
つ
い

て
」
（
令
和
２
年
７
月
21
日
閣

議
財
務
大
臣
発
言
）
に
従
い
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
２
０
２
０
」
及
び
「
成

長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」

（
令
和
２
年
７
月
17
日
閣
議
決

定
）
等
を
踏
ま
え
た
諸
課
題
に

つ
い
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
緊

要
な
経
費
」
に
つ
い
て
所
要
の

要
望
を
行
う
こ
と
で
以
下
の
事

業
を
推
進
す
る
。

〈
３
か
年
緊
急
対
策
後
の
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ

の
対
応
〉

○
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

　

発
災
後
概
ね
１
日
以
内
に
緊

急
車
両
の
通
行
を
確
保
し
、
か

つ
概
ね
１
週
間
以
内
に
一
般
車

両
の
通
行
を
確
保
で
き
る
『
強

靱
で
信
頼
性
の
高
い
国
土
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
』

に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
局
所

的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
の
解
消
や
高
速
道
路
の

４
車
線
化
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
強
化
を
利
用
者
負
担
も
活

用
し
つ
つ
加
速

○
予
防
保
全
に
よ
る
老
朽
化
対

策
　

『
予
防
保
全
に
よ
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
へ
の
転
換
』
に
向
け

て
、
定
期
点
検
等
に
よ
り
確
認

さ
れ
た
修
繕
が
必
要
な
施
設
を

早
期
に
解
消
す
る
と
と
も
に
新

技
術
の
積
極
的
な
活
用
等
に
よ

り
効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
確
立

常
」
の
実
現
を
基
本
方
針
と
し

て
、
関
連
す
る
他
分
野
の
施
策

と
も
連
携
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
に

対
応
し
た
道
路
施
策
に
重
点
的

・
効
率
的
に
取
り
組
む
。

道路関係予算概算要求総括表


